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主な内容

P２　市職員の給与等の公表
P４　みんなの広場
P６　はぐくみ
P８　図書館だより
P９　議会だより
P10 お知らせ
P12 健康だいすき

スポーツの秋に
ふれあい運動会

10月２日、明世町のあけよ温泉白寿荘でふれ
あい運動会が行われました。
この運動会には、日吉保育園の園児が毎年参

加しており、この日も園児18人と入所者37人が
ボーリングゲームや輪投げ、パン食い競争など
して、ふれあいの時間を楽しみました。
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区　分 住民基本台帳 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 （参考）13年度
人口（年度末） Ａ Ｂ （Ｂ／Ａ） の人件費率

14年度 H15.3.31 人 千円 千円 千円 ％ ％
41,438 15,411,564 610,047 3,399,768 22.1 20.8

（1）人件費の状況（普通会計決算）

瑞瑞瑞瑞 浪浪浪浪 市市市市 のののの 職職職職 員員員員 給給給給 与与与与 等等等等 のののの 公公公公 表表表表
この公表は、瑞浪市職員の給与等の実態についてお知らせするものです。

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含まれています。

給　与　費
区　分 職員数 給　料 職員手当 計

Ａ うち期末・勤勉手当 Ｂ
人 千円 千円 千円 千円 千円

15年度 395 1,588,013 985,143 684,327 2,573,156 6,514
（ 0 ）

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）1、職員手当には退職手当は含まれていません。
2、（ ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職
区　分 平均給料 平均給与 平　　均 平均給料 平均給与 平　均

月　　額 月　　額 年　　齢 月　　額 月　　額 年　齢
市 356,600円 421,300円 44.1歳 268,700円 310,000円 46.3歳

（3）職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況 （15年4月1日現在）

（注）一般行政職は、一般職のうち税務職・医療技術職・保健職・福祉職・消防職・技能労務職・教育職・企業職を除い
た職員をいいます。瑞浪市全職員436人のうち一般行政職は207人、技能労務職は74人です。

市 国区　　　分 決定初任給 採用2年経過後給料額 決定初任給 採用2年経過後給料額

一般行政職 大学卒 171,500円 185,600円 171,500円 185,600円
高校卒 139,500円 149,200円 139,500円 149,200円

（4）職員の初任給の状況 （15年４月１日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 265,200円 323,800円 370,200円
高校卒 207,500円 265,200円 323,800円

技能労務職 高校卒 216,300円 256,300円 289,300円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （15年4月1日現在）

（注）経験年数とは、卒業後ただちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数をいいます。

区分 ８級 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級
標準的な 部長 課長 課長補佐 係長 主査 主事 主事 主事補 計
職務内容

職員数（人） 10 35 39 52 21 22 17 11 207
（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

構成比（％） 4.8 16.9 18.9 25.1 10.2 10.6 8.2 5.3 100.0
（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

１年前の 5.7 14.6 20.8 25.5 7.5 9.4 10.8 5.7 100.0構成比（%）
５年前の 3.4 11.5 15.3 25.7 18.8 8.4 12.3 4.6 100.0構成比（%）

（6）一般行政職の級別職員数の状況 （15年4月1日現在）

（注）1、職員数は、本市給与条例に基づく給料表の各級の在級者数です。
2、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
3、（ ）は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

１人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）

参
　
考
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区　分 市 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手当 ６月期 1.45月分 0.60月分 ６月期 1.45月分 0.60月分
勤勉手当 12月期 1.55月分 0.55月分 12月期 1.85月分 0.55月分

（14年度支給割合） ３月期 0.50月分 － ３月期 0.20月分 －
計 3.50月分 1.15月分 計 3.50月分　　 1.15月分

自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 21.0月分 28.875月分 勤続20年 21.0月分 28.875月分
勤続25年 33.75月分 44.55月分 勤続25年 33.75月分 44.55月分

退職手当 勤続35年 47.5月分 62.7月分 勤続35年 47.5月分 62.7月分
（支給率） 最高限度額 60.0月分 62.7月分 最高限度額 60.0月分 62.7月分

1人あたり
平均支給額 5,697千円 23,190千円 － － －

その他の 定年前早期退職加算措置　2～20％ その他の 定年前早期退職加算措置　2～20％
加算措置 退職時特別昇給　1号給 加算措置 退職時特別昇給　1号俸

区分 職員数 対前年 主な増減理由部門 平成14年 平成15年 増減数
議会 4 4
総務 68 69 1 男女共同参画推進室の新設
税務 20 21 1 収納体制強化による増
労働 1 1
農林 12 12
商工 12 12
土木 21 22 1 法定外公共物の譲与による増
民生 87 85 △2 保育士の欠員不補充
衛生 41 42 1 住民検診の体制充実による増
小計 266 268 2
教育 79 77 △2 給食センター改築・機械化による減
消防 49 49
小計 128 126 △2
水道 9 9
下水道 19 17 △2 浄化センター業務の一部委託による減
その他 17 16 △1 区画整理事業の業務減少による減
小計 45 42 △3

総合計 439 436 △3

（7）職員手当の状況 （15年4月1日現在）

（9）定員の状況部門別職員数の状況（15年4月1日現在）

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、14年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を
保有する休職者等を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

※（7）、（9）の再任用短時間勤務職員については、
該当がないため省略しました。

区　分 給料・報酬
市　長 月額 890,000円

助　役 月額 730,000円

収入役 月額 670,000円

議　長 月額 430,000円

副議長 月額 390,000円

議　員 月額 375,000円

期末手当（14年度支給割合）
6月期 2.05月分
12月期 2.10月分
3月期 0.50月分
計 4.65月分

6月期 2.05月分
12月期 2.10月分
3月期 0.50月分
計 4.65月分

（8）特別職の報酬等の状況（15年4月1日現在）

区　　　　分 全職種
職員全体に占める手当支給職員の割合 35.8％
支給対象職員1人当たり平均支給年額 74,383円
手当の種類（手当数） 7種類

支給額の多い手当 清掃業務手当
代表的な手当の名称 多くの職員に支給 消防手当されている手当

区　分 内　　　　　容

配偶者14,000円
配偶者以外の扶養親族2人まで　　6,000円
扶養親族でない配偶者を有する場合の1人目

扶養手当 6,500円 同じ なし
配偶者のいない扶養親族1人　　11,000円
その他　　5,000円
16歳から22歳の子には5,000円加算
所有に係る住宅に居住している職員　　1,000円

住居手当 上記のうち取得後5年以内の職員　　2,500円 同じ なし
家賃を払っている職員　　27,000円以内
交通機関利用者

通勤手当 6ヵ月定期券の価格に1／6を乗じて得た価格 一部
50,000円以内 異なる

自動車など利用者（2㎞以上）3,800円～19,500円

国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

使用距離
区分が一
部異なる

特 殊
勤 務
手 当
14年度
普 通
会 計

14年度 支給総額 63,156千円
職員1人当たり支給年額 184千円

13年度 支給総額 64,423千円
職員1人当たり支給年額 187千円

支給対象地域 市の全域
支給率 3％
支給対象職員 全職員
国の支給率 －

時 間 外
勤務手当
（普通会計）

調整手当
1 4 年 度
普通会計

一般
行政

特別
行政

公営
企業
等
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９
月
22
日
、
稲
津
中
学
校
で
「
音
楽
文
化
国
際
交
流

演
奏
会
」
が
行
わ
れ
、
同
中
学
校
の
生
徒
や
地
元
住
民

な
ど
約
200
人
が
世
界
レ
ベ
ル
の
音
楽
を
楽
し
み
ま
し

た
。こ

の
演
奏
会
は
、
生
徒
に
質
の
高
い
音
楽
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
県
教
育
委
員
会
が
県
内
で
毎
年
行
っ

て
い
る
事
業
で
、
今
年
は
チ
ェ
コ
出
身
の
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
、
ヴ
ィ
エ
ラ
・
エ
レ
ト
ヴ
さ
ん
と
東
海
地
方
を
中

心
に
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
吉
川
知
香
さ
ん
が
同
校

を
訪
れ
ま
し
た
。

演
奏
会
で
は
「
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
」
や
「
剣
の
舞
」
な

ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
に
加
え
、「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」
な
ど
11
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
翼
を
く
だ
さ
い
」
で
は
、
全
校
生
徒
で
合

唱
す
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
心
を
癒
す
音
楽
を
満
喫
し

ま
し
た
。

８
月
22
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た
世
界
最
大
規
模
の
見
本
市
「
テ

ン
デ
ン
ス
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
２
０
０
３
」
に
「
み
ず

な
み
焼
」
を
出
展
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
出
展
Ｐ
Ｒ
委

員
会
（
松
崎
捷
也
委
員
長
）
が
９
月
29
日
、
商
工
会
議

所
で
出
展
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、「
み
ず
な
み
焼
」
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
７
人
が
、
見
本
市
に
参
加
し
て
の
感
想
や
今
後
の
課

題
な
ど
を
陶
磁
器
関
係
者
ら
約
50
人
の
前
で
発
表
し
ま

し
た
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
か
ら
は
、「
テ
ン
デ
ン
ス
で
の
商
談

数
が
昨
年
の
58
か
ら
101
に
倍
増
し
て
い
る
よ
う
に
、
み

ず
な
み
焼
の
技
術
力
の
高
さ
を
実
感
し
た
」「
若
い
人

の
挑
戦
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
経
営
者
、
そ
れ
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
行
政
、
ま
だ
ま
だ
み
ず
な
み
焼
は
良
く
な
っ

て
い
く
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
日
本
の
文
化
を
前
面
に
出
し
、
見
た
目
だ

け
で
な
く
実
用
性
も
重
視
す
べ
き
」「
も
っ
と
う
ま
く

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
課
題
の
指
摘

も
あ
り
ま
し
た
。

「
み
ず
な
み
焼
」
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

で
の
成
果
を
報
告

世
界
の
音
色
に
う
っ
と
り稲

津
中
学
校

９
月
25
日
、
釜
戸
中
学
校
で
「
第
12
回
英
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
２
年
生
に
よ
る
暗
唱
部

門
と
３
年
生
の
ス
ピ
ー
チ
部
門
の
２
部
門
で
各
中
学
校

の
代
表
13
人
が
熱
弁
を
振
る
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

英
語
を
話
す
力
や
聞
く

力
を
育
て
、
も
っ
と
英

語
を
使
う
機
会
を
増
や

し
て
も
ら
お
う
と
、
市

教
育
委
員
会
と
中
学
校

英
語
主
任
会
の
主
催
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
自

分
の
体
験
談
や
家
族
の

こ
と
な
ど
、
時
お
り
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な

が
ら
の
発
表
に
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
暗
唱
部
門
】

金
　
賞

水
　
野
　
成
　
美
（
瑞
浪
）

銀
　
賞

揖
　
斐
　
友
　
美
（
日
吉
）

【
ス
ピ
ー
チ
部
門
】

金
　
賞

安
　
藤
　
広
　
恵
（
稲
津
）

銀
　
賞

深
　
澤
　
　
　
悠
（
瑞
浪
）

英
語
で
熱
弁
を
振
る
う

▽
陶
都
信
用
農
業
協
同
組
合（
坂
崎
金
次
組
合
長
）
様

新
米
１
０
０
㎏
　
白
寿
荘
に

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会（
上
村
隆
男
会
長
）
様

五
十
七
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に

善

意
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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９
月
28
日
、
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
で
重
陽
の
節
句（
９

月
９
日
）を
テ
ー
マ
に
「
重
陽
の
茶
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
節
句
は
、
平
安
初
期
よ
り
宮
廷
の
祝
い
の
儀
式
と

し
て
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
五
節
句
の
中
で
最
も
重

要
な
祝
日
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
節

句
前
夜
に
菊
の
花
を
綿
で
覆
い
か
ぶ
せ
る
「
菊
の
着
綿

（
き
せ
わ
た
）」
に
は
、
夜
露
や
菊
の
香
り
を
十
分
に
移

し
た
そ
の
綿
で
顔
を
拭
け
ば
色
白
の
美
人
に
な
り
、
体

を
拭
け
ば
不
老
長
寿
が
得
ら
れ
る
な
ど
の
言
い
伝
え
が

あ
り
、
重
陽
の
節
句
は
「
桃
の
節
句
」「
菖
蒲
の
節
句
」

に
対
し
て
「
菊
の
節
句
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
市
内
外
か
ら
約
150
人
が
訪
れ
、
館
内
に

設
け
ら
れ
た
茶
席
で
は
、
綿
を
か
ぶ
せ
た
菊
の
花
を
観

賞
し
な
が
ら
の
一
服
に
、
秋
の
優
雅
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

重
陽
を
テ
ー
マ
に
お
茶
会

９
月
21
日
、
明
世
町
戸
狩
の
「
日
中
不
再
戦
の
誓
い
」

碑
前
で
、「
第
37
回
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
慰
霊
祭
は
、
戦
時
中
に
地
下
軍
需
工
場
建
設
で

強
制
労
働
者
と
し
て
従
事
し
た
約
330
人
の
中
国
人
の
う

ち
、
亡
く
な
っ
た
39
人
を
供
養
す
る
た
め
、
中
国
殉
難

者
瑞
浪
市
供
養
会（
加
藤
武
志
会
長
）の
主
催
で
執
り
行

わ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
42
年
か
ら
毎
年
営
ま
れ
て
い
ま

す
。日

中
平
和
友
好
条
約
締
結
25
周
年
と
な
る
今
年
は
、

中
国
大
使
館
の
郭
寧
二
等
書
記
官
や
中
国
人
留
学
生
な

ど
約
100
人
が
参
列
し
、
郭
寧
書
記
官
が
「
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
日
中
の
友
好
関
係
を
保

ち
な
が
ら
平
和
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
」

と
殉
難
者
の
冥
福
を
祈
り
、
日
中
不
再
戦
を
誓
い
ま
し

た
。 中

国
人
慰
霊
祭
　
平
和
を
誓
う

９
月
30
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
花
の
あ
る
生

活
講
座
」
が
行
わ
れ
、
約
40
人
が
草
花
の
寄
せ
植
え
の

方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
講
師
に
寄
せ
植
え
華
道
研
究
会
か
ら

岩
崎
幸
子
師
範
を
招
い
て
、
東
濃
地
域
土
岐
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
事
前
に

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
基

礎
な
ど
を
学
ん
だ
後
、

実
際
に
サ
ル
ビ
ア
や

ハ
ツ
ユ
キ
カ
ズ
ラ
な

ど
の
草
花
を
手
に
取

り
、
寄
せ
植
え
体
験

を
楽
し
み
ま
し
た
。

草
花
の
寄
せ
植
え
を
体
験

安藤玲実
れ み

ちゃん（3歳）
一色町

山口雄弘
たけひろ

ちゃん（3歳）
上平町

樽 上 児 童 セ ン タ ー
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開
元
院
は
、
当
時
の
鶴
ヶ
城
主
で
瑞

浪
地
方
を
治
め
て
い
た
土
岐
頼
元
が
、

嘉
吉
４（
１
４
４
３
）年
に
月
泉
和
尚

（
げ
っ
せ
ん
お
し
ょ
う
）を
招
い
て
開
い

た
お
寺
で
す
。

山
門
は
三
門
と
も
書
き
、
三
解
脱
門

（
さ
ん
げ
だ
つ
も
ん
・
真
理
を
知
る
た

め
の
三
つ
の
方
法
）の
略
で
す
。
つ
ま

り
こ
の
門
を
く
ぐ
る
こ
と
は
真
理
を
知

る
こ
と
を
意
味
し
、
悟
り
の
世
界
へ
の

通
過
点
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
す
。

門
は
享
和
元（
１
８
０
１
）年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
近
隣
の
寺
院
で
も
な

か
な
か
見
ら
れ
な
い
立
派
な
門
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
第
50
回
瑞
浪
市

美
術
展
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
展
示
会
場
で
、
お
も
に
作
品
の
保

護
・
監
視
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
期
日10

月
23
日
〜
26
日
（
日
本
画
・
洋

画
・
彫
塑
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
）

10
月
31
日
〜
11
月
３
日
（
書
・
写

真
・
工
芸
・
陶
芸
部
門
）

・
時
間

９
時
〜
18
時

※
ご
協
力
い
た
だ
く
期
日
・
時
間
等

は
、
生
涯
学
習
課
芸
術
振
興
係
（
1

６
８
‐
５
２
８
１
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

総合文化センター

市民図書館

市民体育館

化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館
地球回廊
サイエンスワールド

文化会館

４日,５日,10日,17日,24日,25日

４日,５日,10日,17日,25日,26日

４日,５日,11日,18日,25日,26日

４日,５日,10日,17日,25日,26日

６日,13日,20日,27日

生涯学習施設　11月の休館日

美
術
展
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

こ
の
養
成
講
座
で
、
ふ
る
さ
と
の
歴

史
や
文
化
財
に
つ
い
て
勉
強
し
、
歴
史

案
内
人
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
期
日

11
月
23
日
開
講

以
後
、
毎
月
２
回
、
日
曜
日

に
開
催
し
ま
す
。（
全
７
回
）

・
時
間

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
会
場

中
央
公
民
館
（
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）

・
募
集
人
数

20
人

・
受
講
料

５
０
０
円

・
申
込
・
問
合
せ

文
化
課（
1
６
８
‐
７
７
１
０
）

『
歴
史
案
内
人
養
成
講
座
』

受
講
生
募
集

芸
術
に
親
し
む
秋
、
美
術
館
で
は
、

藍
染
作
家
「
谷
原
博
」
さ
ん
の
お
話
し

と
瑞
浪
市
民
交
響
楽
団
に
よ
る
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
を
同
時
に
開
催
し
ま

す
。

・
日
　
時

10
月
26
日
（
日
）

午
後
２
時
開
演

・
会
　
場

市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館

ロ
ビ
ー

・
入
館
料

特
別
無
料

・
問
合
せ

市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館

1
６
８
‐
９
４
０
０

10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
第
９
回
教

育
委
員
会
定
例
会
で
、
昨
年
10
月
か
ら

教
育
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
近
藤

泰
文
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
っ
て
後
任

の
委
員
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
稲
津
町

の
工
藤
誠
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
末
日
で
４
年
の
任
期
が

満
了
し
た
小
栗
幸
江
さ
ん
は
、
10
月
１

日
付
け
で
教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。教

育
委
員
会
は
５
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
教
育
の
方
針
や
教
育
委
員
会
規

則
な
ど
瑞
浪
市
の
教
育
に
関
わ
る
重
要

な
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
企
画
展

『
藍
染
の
魅
力
と

室
内
楽
を
楽
し
む
』

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】

第
15
回
　
開
元
院
山
門

教育委員長
工藤　誠さん

新
教
育
委
員
長
に
工
藤
誠
さ
ん

小
栗
幸
江
委
員
は
再
任
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学
校
の
す
ぐ
前
を
流
れ
る
土
岐
川

が
、
子
ど
も
の
川
遊
び
な
ど
を
支
援
す

る
国
の
事
業
『
水
辺
の
楽
校
』
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
子
ど
も

達
は
こ
こ
を
「
土
岐
川
自
然
ふ
れ
あ
い

広
場
」
と
名
付
け
、
豊
か
な
土
岐
川
の

自
然
を
生
か
し
、
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。

◎
水
生
生
物
の
調
査

地
域
の
人
達
か
ら
、
三
角
網
の
使
い

方
や
、
昔
と
今
の
水
生
生
物
の
種
類
や

数
の
違
い
、
ど
ん
な
所
に
多
く
い
る
か

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
餌
と
な
る
カ
ワ

ニ
ナ
も
放
流
し
て
み
ま
し
た
。
将
来
ホ

タ
ル
の
飛
び
交
う
川
に
し
た
い
と
い
う

夢
が
あ
る
か
ら
で
す
。

◎
タ
ナ
ゴ
復
活
作
戦

「
セ
ン
ピ
」
と
呼
ば
れ
、
昔
は
多
く

生
息
し
て
い
た
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
が
今
は
全

く
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
タ
ナ
ゴ
が
卵
を
産
み
つ
け
る
ド
ブ

ガ
イ
は
確
認
し
て
お
り
、
魚
類
調
査
で

た
ま
た
ま
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
が
発
見
さ
れ

て
、
夢
が
ふ
く
ら
み
ま
し
た
。「
昔
の

よ
う
に
セ
ン
ピ
を
増
や
そ
う
。」
今
、

五
年
生
が
挑
戦
中
で
す
。

土
岐
川
を
通
し
て
「
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、
自
然
を
守
る
」
心
の
育
成
が
こ
の

学
習
の
ね
ら
い
で
す
。
地
域
の
方
々
か

ら
も
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
吉
町
の
北
部
に
位
置
す
る
深
沢
地

区
は
、
昭
和
の
時
代
を
終
え
る
頃
ま
で

は
、
自
然
そ
の
ま
ま
の
素
晴
ら
し
い
環

境
の
地
域
で
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の

進
展
と
と
も
に
自
然
破
壊
の
波
が
こ
の

地
に
も
押
し
寄
せ
、
こ
の
ま
ま
で
は
空

気
・
水
・
川
な
ど
の
生
態
系
を
変
え
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
き
ま

し
た
。

地
区
を
流
れ
る
川
に
は
、
昔
か
ら
蛍

が
多
く
生
息
し
、
地
域
住
民
に
す
て
き

な
「
光
の
世
界
」
を
提
供
し
て
い
て
く

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
幼
い
頃
に
は
、

蛍
が
川
辺
は
言
う
に
及
ば
ず
田
の
あ
ち

こ
ち
で
も
飛
び
舞
い
、
家
の
周
り
に
も

や
っ
て
き
た
も
の
で
し
た
が
、
今
は
そ

の
数
も
ず
い
ぶ
ん
減
少
し
て
い
る
様
に

思
わ
れ
ま
す
。
蛍
た
ち
に
環
境
の
変
化

が
及
ぼ
す
影
響
を
心
配
し
た
当
時
20
代

か
ら
30
代
の
若
者
た
ち
が
立
ち
上
が

り
、深
沢
ホ
タ
ル
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

深
沢
ホ
タ
ル
会
は
、
少
し
で
も
昔
の

環
境
を
取
り
戻
し
、
蛍
の
住
み
や
す
い

土
地
を
作
る
た
め
に
、
環
境
の
調
査
や

清
掃
活
動
等
に
汗
を
流
し
て
き
ま
し

た
。
産
業
廃
棄
物
が
撤
去
さ
れ
た
跡
地

に
自
動
車
の
レ
ー
ス
場
が
２
箇
所
も
で

き
、
騒
音
問
題
が
起
き
ま
し
た
の
で
、

騒
音
調
査
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
人
が

多
く
集
ま
る
場
所
に
は
必
ず
ゴ
ミ
問
題

が
発
生
し
ま
す
。地
域
の
ゴ
ミ
の
処
理
、

道
路
の
草
刈
り
等
も
合
わ
せ
て
行
っ
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
ゴ
ミ
は
い
っ

こ
う
に
減
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の

公
徳
心
の
向
上
の
必
要
性
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

深
沢
の
蛍
も
だ
ん
だ
ん
各
地
に
知
れ

渡
り
、
訪
れ
る
人
々
も
随
分
増
え
て
き

ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
美

し
く
乱
舞
す
る
蛍
の
姿
を
鑑
賞
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
き
れ
い
な

自
然
を
い
つ
ま
で
も
残
す
為
の
心
配
り

も
忘
れ
な
い
様
に
し
て
頂
き
た
い
と
会

員
一
同
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

ほ
た
る
の
里

深
沢
ホ
タ
ル
会代

表
　
渡
辺
正
司

H15



平成15年10月15日

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

秋
の
山
で
木
の
実
を
集
め
て
リ
ー
ス

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
期
　
日

11
月
29
日（
土
）

13
時
30
分
〜

・
場
　
所

市
民
図
書
館
　
学
習
室

・
定
　
員

30
人

・
講
　
師

桜
戸
美
由
紀
さ
ん

・
参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
代
）

餅
花
作
り

来
年
の
お
正
月
は
日
本
古
来
の
縁
起

物
「
も
ち
花
」
を
飾
っ
て
み
て
は
ど
う

で
す
か
。

・
期
　
日

12
月
６
日（
土
）

13
時
30
分
〜

・
場
　
所

市
民
図
書
館
　
学
習
室

・
定
　
員

30
人

・
参
加
費

５
０
０
円

◎
各
教
室
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
瑞
浪
市
民
図
書
館
ま
で
お
ね
が
い

し
ま
す
。

読
書
の
す
す
め

「
本
を
読
む
と
若
く
な
る
」
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
秋
の
夜
長
は
読
書
で
心
豊

か
な
時
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
い
に
く
の
天
気
で
野
外
コ
ン
サ
ー

ト
が
室
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が

約
250
人
の
み
な
さ
ん
が
音
を
楽
し
み
ま

し
た
。
出
演
は
「
キ
ル
キ
ン
チ
ョ
」。

「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
ゆ
く
」
で
お
な

じ
み
の
中
南
米
音
楽
の
世
界
。
遠
く
て

近
い
ア
ン
デ
ス
山
脈
、
イ
ン
カ
帝
国
が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
演
奏
と
楽
し
い
ト

ー
ク
で
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

11
月
の
ミ
ニ
展
は
野
に
咲
く

花
、
華
麗
に
咲
き
誇
る
花
、
そ

ん
な
花
た
ち
を
押
し
花
に
し
て

楽
し
ん
で
い
る
方
々
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

素
敵
な
押
し
花
の
数
々
。
野

に
咲
く
あ
の
花
が
額
の
中
で
２

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

ミミミミ
ニニニニ
展展展展
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

楽
し
い
音
楽
の
夕
べ

秋秋秋秋
かかかか
らららら
冬冬冬冬
へへへへ
のののの

図図図図
書書書書
館館館館
教教教教
室室室室

ステーション
小里
萩原
半原
鶴城
名滝

日吉コミュニティーセンター
月吉
棚田山
羽広
大川
水上
旭町

サニーヒルズ
猿爪
明賀台
新山田
薬師
白倉
細久手
深沢

巡回日

12日（水）

13日（木）

14日（金）

19日（水）

20日（木）

21日（金）

22日（土）

時 間
15：30～16：00
16：10～16：30
15：30～15：50
16：00～16：20
16：30～16：50
15：30～16：20
16：30～16：50
15：30～16：00
16：10～16：30
13：20～13：40
13：50～14：10
14：20～14：50
15：00～15：20
15：30～16：30
15：20～15：50
16：00～16：20
13：30～14：00
14：20～14：50
15：00～15：20
15：30～16：00

秋
の
「
押
し
花
」
展

〜
華
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

11
月
６
日（
木
）〜

11
月
29
日（
土
）

２２００００３３読読書書週週間間

10月27日（月）～11月９日（日）

ありますか？好きだといえる１冊が…

度
目
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

図
書
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

ギリシャ神話の世界で、
「ふくろう」は、知恵の
象徴として大切にしたと
いわれています。
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●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
一
般
会
計
予
算
を
六
億
千
四
百
万
円
増
額
し
、
総

額
を
百
七
十
億
二
千
百
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

【
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
予
算
を
三
千
十
五
万
五

千
円
増
額
し
、
総
額
を
三
十
八
億
八
百
九
十
五
万
五

千
円
と
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
教
育
委
員
会
委
員
小
栗
幸
江
さ
ん
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
引
き
続
き
同
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
も
の
】

●
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

【
組
合
構
成
市
町
村
の
脱
退
並
び
に
新
規
加
入
に
伴

う
改
正
】

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
市
庁
舎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
導
入
工
事
請
負
契
約

の
締
結
】

【
陶
公
民
館
改
築
工
事（
建
築
）請
負
工
事
契
約
の
締

結
】

【
都
計
道
路
３
・
５
・
11
公
園
線
街
路
事
業
工
事
請

負
契
約
の
締
結
】

●
平
成
14
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
　
　

●
消
費
税
の
大
増
税
に
反
対
す
る
請
願
（
不
採
択
）

●
竜
吟
湖
周
辺
の
林
地
開
発
に
反
対
す
る
請
願

（
取
り
下
げ
）

平
成
15
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か

ら
22
日
ま
で
の
22
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
、
条
例
案
件

２
件
と
、
予
算
案
件
２
件
、
人
事
案
件
１
件
、
そ
の
他

案
件
４
件
、
認
定
案
件
１
件
、
請
願
２
件
の
合
計
12
件

が
審
議
さ
れ
、
請
願
の
１
件
が
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
、

も
う
１
件
が
取
り
下
げ
に
な
っ
た
ほ
か
は
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
１
日
　
本
会
議
（
諸
般
の
報
告
、
会
期
の
決
定
、

議
案
上
程
、
説
明
）

９
月
８
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
９
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
質
疑
、
委
員

会
付
託
）

９
月
10
日
　
総
務
文
教
委
員
会

９
月
11
日
　
市
民
福
祉
委
員
会

９
月
16
日
　
経
済
建
設
委
員
会

９
月
22
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決
）

●
瑞
浪
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

【
陶
簡
易
水
道
及
び
水
川
簡
易
水
道
の
上
水
道
区
域

へ
の
統
合
に
伴
う
所
要
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
平
山
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
及
び
陶
簡
易
水
道
、

水
川
簡
易
水
道
の
上
水
道
区
域
へ
の
統
合
に
伴
う
所

要
の
改
正
】

・
会
　
場

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
　
〈
入
場
無
料
〉

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

ケ
ナ
フ
の
紙
す
き（
は
が
き
）、
木

工
ア
ー
ト
、
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
作
り
、
お
手
玉
作
り
、

ペ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
を
つ
く
ろ
う
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

顕
微
鏡
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
し
い
科
学
実
験

や
工
作
な
ど

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
製
品（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
陶
磁
器
等
）の
紹
介
、
リ
サ
イ
ク
ル
分
別

収
集
紹
介
、
電
気
自
動
車
な
ど

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

◎
問
合
せ

環
境
課
　
1
内
線
４
９
０

育
児
・
介
護
等
の
理
由
で
退
職
し
た
方
の
再
就
職
を

応
援
す
る
講
座
で
す
。

・
会
　
場

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

・
内
　
容

企
業
が
求
め
る
資
格
と
経
験

知
ら
な
い
と
損
を
す
る
保
険
・
税
金
ほ
か

再
就
職
体
験
発
表

・
講
　
師

ジ
ョ
ブ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
蜂
須
賀
博
英
氏

社
会
保
険
労
務
士
　
平
松
和
子
氏

・
定
　
員

20
人
（
応
募
者
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平成15年10月15日

毎回楽しく料理をしながら健康について学ぶ教
室です。参加してみませんか？〈参加費無料〉

・対　象 20代～30代の女性
・時　間 18時30分～20時30分
・場　所 保健センター
・持ち物 エプロン・三角巾
・定　員 20人（原則、３回出席できる方に限り

ます）
・締切り 10月28日（火） 先着順とします
◎申込み 保健センター　167-2700

老人施設の仕事に就きたい方を対象に、施設の
役割や業務内容について理解を深めることを目的
に開催します。
・日　　時 11月12日（水） 10時～15時　
・場　　所 特別養護老人ホームかさはら陶生苑
・内　　容 かさはら陶生苑の概要説明・施設紹

介・介護の実際について・経験談等
・定　　員 20人（応募者多数の場合は抽選）
・申込方法 10月28日（火）～11月６日（木）までに

住所、氏名、年齢、電話番号を電話
かファックスで　

◎申込・問合せ 東濃人材バンク　1/fax25-0294

・対　　象 健康で働く意欲のある55歳からおお
むね65歳までの方

・定　　員 20人程度（応募多数の場合は抽選）
・講習期間 12月3日（水）～12月19日（金）
・講習会場 多治見市文化会館
・参加費用 無料（テキスト代は有料）
・申込締切 11月18日（火）当日消印有効
・申込方法 市役所、各コミュニティセンター、

商工会議所、シルバー人材センター
の窓口にあるパンフレットの申込書
に必要事項を記入し申し込んでくだ
さい。

◎問 合 せ （社）瑞浪市シルバー人材センター168-8744

９月15日号で掲載の「技能講習」受講者募集記
事の申込締切は10月21日（火）です。ここに訂正し
てお詫び申し上げます。

・内　容 竜吟の森で写真撮影会
（作品は後日当館で展示）

・定　員 20人（先着順・要申込）
・参加費 100円（当日徴収）
・締　切 11月１日（土）
・協　賛 釜戸写真の会
◎申込・問合せ 自然ふれあい館　163-0015

・内　容 岐阜県身体障害者更生相談所嘱託医師
による補装具（義足・車椅子等）の処方
などの相談を行います。

・相談員 岐阜県身体障害者更生相談所の嘱託医師
※参加予約は必要ありませんので、直接会場にお
出かけください。

◎問合せ 社会福祉課　1内線104

骨髄バンクでは白血病など血液の病気で苦しむ
方を救うため骨髄提供者を募集しています。骨髄
バンクは一人でも多くの患者さんがドナーを見つ
け、骨髄移植を受けることができるよう骨髄提供
者の登録をするデータバンクです。ドナー登録は
10ccの採血をする手続きでできます。
○休日ドナー登録のお知らせ（要予約）
・日　時 12月6日（土）9時～12時
・場　所 東濃地域保健所　１階診察室
※東濃地域保健所では、毎月第１・３水曜日の９
時からドナー登録を実施しています。（要予約）

◎申込・問合せ 東濃地域保健所健康増進課
123-1111（内線362）

～目配りで、安全省エネLPガス～
LPガスを使うときは、点火、着火を必ず目で

確かめ、青い炎で使ってください。
また、換気にも注意しましょう。
・火災のときは 容器バルブを閉め、消防署員等に
容器の位置を知らせ、後の措置を頼んでください。

・地震のときは 器具栓・元栓を閉め、火を全部消
してください。容器バルブも閉めてください。

岐阜県エルピーガス協会瑞浪地区会

キャロットクラス（料理教室）参加者募集

福祉講座「職場紹介講座」受講者募集

「技能講習・子育て支援活動者研修」受講者募集

自然ふれあい館　11月の催し
「秋の竜吟峡を撮る－竜吟の森撮影会－」

10月は骨髄バンク登録月間です

10月23日～29日は「高圧ガス保安活動促進週間」です

11月8日（土）９時～12時

訂正とお詫び

身体障害者巡回相談

11月14日（金）13時～15時
ハートピア（受付は14時30分まで）

期　　日 内　　　容
１回目 11月６日（木） 望ましい食生活について
２回目 11月20日（木） 献立の立て方について
３回目 12月４日（木） 栄養素のお話



瑞浪市役所　1 68-2111

◆出願期間　・推　薦 11月10日（月）～21日（金）
・一　般 １月５日（月）～23日（金）

◆出願場所 東濃看護専門学校
◆試験期日　・推　薦 12月３日（水）

・一　般 １月28日（水）
◆受験資格
・推　薦 当校が指定する准看護師学校卒業見込
みの方で、学内で３分の１以内の成績を有する
方、もしくは免許を有する准看護師で東濃西部
地域内の病院などから推薦を受けた方

・一　般 高校を卒業している准看護師（見込み
含む）、もしくは中学校を卒業し、准看護師免
許取得後３年以上実務経験を有する准看護師　

◆募集人員 40人（推薦、一般あわせて）
◎問合せ 東濃看護専門学校　155-8181

・日　時 11月１日（土）・２日（日）10時～
・場　所 瑞浪市陶磁器会館（美濃焼プラザ）
・催し物 陶器廉売市、なんでも蚤の市（骨董・手
作りマーケット等）、陶芸協会新作展示即売会、お
しるこ無料配布、タイルアート体験、干支の作陶
コーナー、園芸用品の販売、セラミックアート展、
飲食物販売（牛串、飛騨牛コロッケ、から揚げ等）、
瑞高生の福祉授業作品展示・体験、野菜青空市等

◎問合せ 美濃焼プラザ　168-0777

・講　演 「安心して暮らせるまちづくりとは」
講師　多治見市長　西寺雅也氏

・講　演 「何故いま成年後見制度を考えるのか」
講師　名古屋弁護士会副会長　熊田均氏

・シンポジウム 「権利を守る地域のために」
コーディネーター　中央福祉専門学校教諭 渡辺哲雄氏

◎問合せ 東濃成年後見センター　155-8408

・内　容 表彰、大会アピール、講演会
・講　演 「“笑う門には福来たる”は本当でした」
講師　ユーモアコンサルタント　矢野宗宏氏

◎問合せ 県労働行政室1058-272-1111内線3121

都市計画法第21条２項の規定により、瑞浪市都
市計画下水道の変更（区域変更）をしたいので計画
（案）の縦覧を行います。
・縦覧期間 10月17日（金）～31日（金）
・縦覧場所 市役所分庁舎　上下水道建設課　
なお、計画（案）について、縦覧期間の満了日ま

でに市長に対し意見書を提出することができま
す。
◎問合せ 上下水道建設課　1内線126

・期　日 10月25日（土）～26日（日）
・行　先 鎌倉建長寺（非公開カ所）等
・参加費 25,000円
・定　員 25人（要申込・先着順）
◎申込・問合せ 美濃源氏フォーラム事務局　

168-3142 井澤

◆小型移動式クレーン技能講習会
・期　日 学科　11月４日（火）・５日（水）

実技　11月７日（金）～11日（火）の指定日
・受講料 22,700円（テキスト代を含む）
・締　切 10月24日（金）定員100人
◆玉掛技能講習会
・期　日 学科　11月13日（木）・14日（金）

実技　11月20日（木）～26日（水）の指定日
・受講料 20,000円（テキスト代を含む）
・締　切 11月４日（火）定員100人
○場　所 学科　セラトピア土岐（土岐市）

実技　岐阜クレーン教習所（岐阜市）
○申込方法 写真２枚（縦３cm×横2.4cm、裏に氏

名）と受講料を添えて申し込み先まで
◎申込・問合せ 〒507-0801多治見市東町1-9-3

東濃産業労働協会　124-4595

・期　日 11月６日（木）～28日（金）土日祝日除く
・時　間 16時30分～18時30分
・会　場 ポリテクセンター岐阜（土岐市泉町定林寺）
・定　員 １時間あたり20人まで　（受講料無料）
・持参品 3.5インチフロッピー、筆記用具
・内　容 表計算、電子メール、ホームページ検索
等の自学自習（ＩＴサポーターが質問等に対応）

※お気軽にお申し込みください。
◎申込・問合せ 岐阜職業能力開発促進センター　
（ポリテクセンター岐阜） 154-7155

東濃看護専門学校学生募集 瑞浪市都市計画下水道の変更（案）の縦覧

成年後見シンポジウム

美濃源氏土岐氏史跡巡り参加者募集

技能講習会のお知らせ

ＩＴ学習支援（自学自習）コース受講者募集

11月2日（日）13時30分開会
セラミックパークMINO １階国際会議場

活力ある職場づくり推進大会

11月6日（木）13時～15時
セラミックパークMINO イベントホール

全館・快感・秋真盛り
第５回美濃焼プラザ祭り
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「東京から東濃へ」

2003年10月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,347（－57）世帯数＝14,004（－16）

広報みずなみ 発行／瑞浪市 〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地 168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

対象者：30歳以上の女性（定員60名）
料　金：個人負担500円
申し込み：電話等で保健センターへ

11月07日（金）

10月30日（木）

11月11日（火）

11月14日（金）

平成14年4月1日～
4月15日生まれ

平成14年10月生まれ

生後7～8カ月の乳児

平成14年4月16日～
4月30日生まれ

1歳６ヵ月児健康診査
＊健診終了後希望者に歯
みがき教室を実施します

１歳児すくすく教室

離乳食教室

12時30分開始

9時50分～10時
（終了は11時30分）

13時30分開始

母子健康手帳
タオル・コップ
＊保護者の歯科健診も
同時に行います

母子健康手帳
お茶

11月04日（火） 平成15年5月生まれ
6ヵ月児健診

および離乳食教室
9時30分～

9時45分
母子健康手帳

母子健康手帳

２歳児はみがき教室 11月06日（木） 平成13年11月生まれ9時～11時
母子健康手帳
歯ブラシ・コップ

6歳臼歯むし歯予防教室 10月29日（水） 平成9年10月生まれ15時開始
母子健康手帳
タオル・コップ

Q乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞
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子宮（頚）がん集団バス検診

子宮がん、乳がんの医療機関検診を希望された方に、
受診票を送りました。有効期限切れの方で受診を希望
される場合は、期間を延長しますので、12月25日（木）
までに受診してください。

子宮がん・乳がん医療機関検診

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物

★医師による健康相談　14時30分～15時
★乳幼児相談　９時30分～11時
★栄養相談　　９時～15時　　＊電話予約が必要

健康相談

11月12日（水）◆場所　保健センタ－11月4日（火） ◆場所　保健センタ－
◆時間　13時～14時

担　当　精神科医師（大湫病院）
＊電話予約が必要です。 ＊秘密は厳守します。

老人性痴ほう症相談

11月11日（火）◆場所　保健センタ－◆時間　13時～14時

―薬と上手な付き合い方－
次の事に注意しましょう！

・使用時期、使用量、使用方法を守る。
・ 種類により、臓器の機能低下をまねいたり副作用を
起こすため、重複した使用は避ける。

・薬の保存は、日光・高温・湿気のある所は避ける。
・子どもの手の届く所に置かない。
・医師、薬剤師など専門家に相談して使用する。

10月17日～23日「薬と健康の週間」

『骨粗しょう症』は、骨が軽石のように隙間だらけ
となり、もろく折れやすくなる病気です。骨粗しょう
症は、長い間の生活習慣などの要素がからんで起きる
ものです。早期発見・予防のためには、骨密度の検査
がかかせません。自分の骨の健康状態を知るためにぜ
ひ受診してみましょう。
検診日：11月17日（月）・20日（木）

９時30分～11時30分、13時～15時
対象者：20歳以上の方　　料金　1,000円
検査法：超音波法（湯に足を浸して検査します。）
＊定員になり次第締め切りますので、必ず電話等で申
し込みください。（希望日時をお知らせください）

骨密度測定（骨粗しょう症検査）

期　　日 在宅当番医院 電話番号

11月２日（日）
ホワイト歯科・

６８－１０６６
矯正歯科

11月３日（月） 森本歯科医院 ６７－１６２６
11月23日（日） 大塩歯科医院 ６５－２０５５
11月24日（月） グリーン歯科水野 ６７－０００７

歯科休日救急診療 受診時間：９時～15時

＊受診の際は、当日電話予約が必要です。


